
工
1
ゲ
海
・
黒
海
沿
岸
ク
ル
ー
ズ
②

文
・
写
真

上
川
庄
二
郎

喜
か
み
か
わ

し
ょ
う
じ
ろ
う

1
9
3
5
年
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
卒
。

神
戸
市
に
入
り
、
消
防
局
長
を
最
後
に
定
年
返
報
。

そ
の
後
、
関
西
学
院
大
学
、
大
阪
産
業
大
学

非
常
勤
講
師
を
経
て
現
在
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
I
。

船上デッキから見る眼前に拡がるイスタンブールの景観

【
素
顔
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
】

二
日
目
の
朝
六
時
、
船
は
、
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
の
入
り

口
に
あ
た
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
サ
リ
・
バ
ザ
リ
岸
壁
に

着
岸
。
眩
い
ば
か
り
の
朝
日
を
受
け
て
広
が
る
眼
前
の
景

観
は
ま
さ
に
圧
巻
。

先
ず
手
前
に
ト
プ
カ
ブ
宮
殿
、
そ
の
後
ろ
に
ア
ヤ
ソ
フ

ィ
ア
、
そ
の
右
奥
が
ブ
ル
ー
モ
ス
ク
で
知
ら
れ
る
ス
ル
タ

ン
ア
フ
メ
ッ
ド
∴
シ
ャ
ミ
ー
。

ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
は
、
建
て
ら
れ
て
か
ら
千
年
も
の
間
、

世
界
で
も
最
大
級
の
教
会
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
、
オ

ス
マ
ン
ト
ル
コ
の
進
入
で
モ
ス
ク
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
教
会
な
の
か
モ
ス
ク
な
の
か
の
論
争
が
絶

え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
賢
明
な
ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク

は
一
九
三
五
年
こ
れ
を
国
定
記
念
物
に
し
た
。
宗
教
紛
争

か
ら
外
れ
た
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ア
は
、
今
や
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
観
光
資
源
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
方
角
に
見
え
る
の
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
側
旧
市
街
の
中
心
部
で
、
た
く
さ
ん
の
モ
ス
ク
を

始
め
、
大
学
や
文
化
施
設
、
そ
れ
に
有
名
な
グ
ラ
ン
ド
・

バ
ザ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
。
か
つ
て
は
、
こ

こ
か
ら
パ
リ
行
き
の
憧
れ
の
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
も
発
着
し

て
い
た
。
今
も
不
定
期
で
は
あ
る
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

左
側
が
新
市
街
で
主
と
し
て
オ
フ
ィ
ス
街
。
海
峡
を
隔
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て
て
、
反
対
側
が
ア
ジ
ア
側
、
主
と
し
て
住
宅
街
に
な
っ

て
い
る
。

そ
の
オ
フ
ィ
ス
街
に
あ
っ
て
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
っ
て

い
る
の
が
ガ
ラ
タ
塔
。
五
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
が
焼
失
し
、

現
在
の
も
の
は
十
四
世
紀
に
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う

が
、
こ
れ
も
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な

い
観
光
資
源
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
海
峡
に
は
二
本
の
橋
が
掛
か
っ
て
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
側
と
ア
ジ
ア
側
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
本
は
、

日
本
の
企
業
が
架
け
た
も
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
ト
ル

コ
の
人
た
ち
の
多
く
は
、
狭
い
海
峡
を
挟
ん
で
ひ
っ
き
り

な
し
に
運
航
さ
れ
て
い
る
通
船
で
通
っ
て
く
る
。
日
本
の

関
門
海
峡
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
そ
ん
な
比
で
は
な
い
。

よ
く
衝
突
し
な
い
も
の
だ
と
感
心
し
な
が
ら
見
入
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
人
口
が
一
千
万
人

(
地
元
の

人
は
、
二
千
万
人
と
云
っ
て
い
る
)

と
聞
け
ば
世
界
有
数

の
大
都
市
な
の
で
あ
る
。

【
」
R
丁
で
イ
ス
タ
ン
プ
!
ル
を
巡
る
】

日
本
語
の
話
せ
る
ト
ル
コ
人
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
早

速
街
の
探
訪
に
出
掛
け
て
み
た
。

旧
市
街
に
は
、
し
R
T
が
整
備
さ
れ
狭
い
街
路
を
何

イスタンブール市街を現爽と走る」R丁

グランドバザールで生地を選ぶトルコ女性

食
わ
ぬ
顔
で
顕
爽
と
走
っ
て
い
る
。
こ
の
し
R
T
が
今

年

(
二
〇
〇
五
)

三
月
に
ガ
ラ
タ
橋
を
越
え
新
市
街
に
延

伸
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
延
伸
す
る
の
だ
と
い
う
。

旧
市
街
線
に
乗
っ
て
み
る
と
狭
い
道
路
一
杯
一
杯
に
線
路

を
敷
き
詰
め
て
走
っ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
の
こ
と
だ
と

い
う
か
ら
ま
だ
新
し
い
。
こ
こ
で
は
、
自
動
車
を
少
々
排

除
し
て
も
公
共
交
通
優
先
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
を
取
り

入
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ガ
ソ
リ
ン
代
も
日
本
円
に
し
て
二
百

円
/
㍑
と
か
な
り
割
高
。
ト
ル
コ
で
出
来
る
こ
と
が
、
何

故
日
本
に
出
来
な
い
の
か
、
や
は
り
日
本
は
、
公
共
交
通

よ
り
も
自
動
車
優
先
の
国
な
の
だ
ろ
う
か
。
政
府
も
個
人

も
頭
を
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

な
ど
と
考
え
て
い
る
と
、
く
だ
ん
の
ト
ル
コ
人
は
、
「
何

を
考
え
て
い
る
ん
で
す
か
了

ト
ル
コ
ら
し
い
と
こ
ろ
を

案
内
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
薄
暗
い
路
地
に
入
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
一
種
の
サ
ロ
ン
と
で
も
一
手
っ
の
か
、
虚
ろ
な

日
を
し
て
水
煙
草
に
耽
る
ト
ル
コ
人
が
群
が
っ
て
い
る
。

器
具
は
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
使
う
も

の
か
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
に
興
味
津
々
。

ト
ル
コ
は
絨
毯
の
本
場
。
上
手
な
日
本
語
で
売
り
つ
け

て
く
る
。
し
か
し
、
ト
ル
コ
人
は
親
日
的
で
人
懐
っ
こ
く

説
得
す
る
の
で
憎
め
な
い
。

次
回
は
、
黒
海
沿
岸
に
ご
案
内
し
よ
う
。

水煙葺に耽るトルコ人
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生
ま
れ
月
か
ら
み
る
幸
運
を

呼
び
こ
む
「
今
月
の
テ
ー
マ
」
と
、

金
運
、
愛
惜
違
、
仕
事
運
、
健
康
運
。

◎
は
絶
好
調
、
○
は
好
調
、
△
は
普
通
、
×
は
不
調

【
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
見
た
り
聞

い
た
り
出
か
け
た
り
し
て
み
て
、
一
生

続
け
ら
れ
る
も
の
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

金
運
△

愛
情
運
○

仕
草
運
△

健
康
運
〇

二
丹
生
…
(
テ
ー
マ
)
身
近
な
人

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
今
は
人
格

面
や
技
術
面
で
、
貴
方
自
身
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
生
き
る
時
で
す
。

金
運
○

愛
情
運
×

仕
事
運
△

健
康
運
◎

三
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
仕
事
、
恋
愛

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
初
対
面
の

人
と
の
意
外
な
展
開
が
…
。

金
運
○

愛
情
運
◎

仕
事
運
○

健
康
運
◎

四
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
口
を
慎
み
、

人
の
話
を
良
く
聞
け
ば
、
必
ず
成
果

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

金
運
○

愛
情
運
○

仕
事
運
○

健
康
運
〇

五
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
信
頼
で
き

る
人
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
し
ま
し

ょ
う
。
な
る
べ
く
自
分
の
考
え
で
の
判

断
を
し
な
い
こ
と
。

金
運
△

愛
情
運
△

仕
事
運
△

健
康
運
△

六
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

と
か
笑
い
と
か
を
、
常
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
必
ず
好
結
果
に
繋
が
り
ま

す
。

金
運
○

愛
情
運
○

仕
事
連
△

健
康
運
△

七
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
今
月
だ
け
は
、

と
に
か
く
素
直
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

く
れ
ぐ
れ
も
余
計
な
こ
と
を
考
え

な
い
よ
う
に
(
で
も
考
え
て
し
ま
っ
た

時
は
素
早
く
気
分
転
換
を
…
)
。

金
運
○

愛
情
運
×

仕
事
連
△

健
康
運
×

人
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
心
を
柔
軟

に
し
て
、
何
で
も
思
い
っ
切
り
や
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ヨ
ガ
な
ど

も
良
い
の
で
は
…
。

金
運
○

愛
情
運
○

仕
事
運
○

健
康
運
△

九
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
人
間
関
係

を
見
直
す
と
き
。
自
分
の
好
き
嫌
い

は
問
題
で
す
。
人
か
ら
の
紹
介
に
は

幸
運
が
…
。

金
運
△

愛
情
運
△

仕
事
還
○

健
康
運
△

十
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
今
の
生
活

リ
ズ
ム
が
案
外
、
良
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

金
運
○

愛
情
運
○

仕
事
運
◎

健
康
運
○

十
一
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
ブ
レ
イ

ク
の
予
感
。
実
力
は
必
ず
認
め
ら
れ

る
は
ず
で
す
。

金
運
△

愛
情
運
○

仕
事
運
◎

健
康
運
△

十
二
月
生
…
(
テ
ー
マ
)
世
の
中

計
算
通
り
に
は
い
か
な
い
も
の
。
懐
柔

不
断
も
そ
う
悪
く
は
な
ら
な
い
も
の
で

す
。

金
運
○

愛
憎
運
△

仕
事
運
△

健
康
運
◎
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※なるべくあらかじめご予約を

平†巳先生(きろ,
鑑定歴20余年。これまでたくさ

んの人たちを鑑定してきた豊富な

経験に基づく的確なアドバイスが

喜ばれている。リピーターも多く、子

供に関する悩みから恋愛、結婚、仕

事など親身になって答えてくれる。

占術は数霊術、九星気学、推命学、

姓名判断、深層真理学研究など。

●鑑定スケジュール:月曜、木曜、

第2・4日曜11時へ19時

う賢090-1 242-5890

三五∠」 
腑†腑AC面千百両面- 

営業時間10:30-19:30 

第1.2,3,4水曜定休蜜078-392-0144 

鑑定科 3,000円-/30分 

至明石 一 献田 神 

西口直垂五和 元町プラザ音 
裏 匡 

ヤマハ音楽 センター● 

ブ亡 町 道 

∠二空音 書 面 
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喜私の意見

「神戸空港開港でさらに

求められるおもてなしの心」
神戸都心商業青年協議会会長

下村治生

神
戸
都
心
商
業
青
年
協
議
会

(
N
E
T
W
O
R
K
 
K
O
B
E
留

は
、
三
宮
、
元
町
、
北
野
、
ハ
ー
バ

ー
ラ
ン
ド
等
の
都
心
商
店
街
と
百
貨

店
、
量
販
店
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
大
型

店
及
び
商
業
施
設
管
理
会
社
の
青
年

代
表
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
約
4
0
団
体
に
上
る
。
協

議
会
活
動
の
一
つ
に

「
神
戸
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ェ
運
動
」

が
あ
る
が
、
こ
れ

は
観
光
や
買
物
で
神
戸
に
来
ら
れ
た

お
客
様
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
も
て

な
し
を
込
め
た
対
応
を
し
、
「
神
戸

に
来
て
よ
か
っ
た
」

と
言
っ
て
頂
け

る
よ
う
神
戸
都
心
商
業
の
活
性
化
を

目
指
し
た
活
動
で
あ
る
。

皆
さ
ん
は
鉄
道
唱
歌
の
終
着
駅
が

神
戸
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。

"
神
戸
は
五
港
の
一
つ
に
て

あ

つ
ま
る
汽
船
の
か
ず
か
ず
は

海
の

西
よ
り
束
よ
り

瀬
戸
内
が
よ
い
も

交
じ
り
た
り
〃

神
戸
は
東
海
道
本
線
の
終
着
駅
で

あ
り
、
東
京
に
対
し
て
西
の
顔
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
神
戸
の
伝
統
と
歴
史

の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

物
流
港
と
し
て
長
年
栄
え
て
き
た

世
界
に
冠
た
る
「
み
な
と
ま
ち
神
戸
」

の
た
く
さ
ん
の
資
源
を
更
に
磨
き
を

か
け
て
い
く
た
め
に
も

「
神
戸
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ェ
運
動
」
は
欠
か
せ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
都
心
商
業
の
各

単
組
が
一
堂
に
会
し
て
、
様
々
な
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
の
か
。
従
来
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る

商
業
団
体
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を
一

緒
に
実
施
し
て
い
る
地
域
は
そ
う
多

く
は
な
く
、
大
変
貴
重
な
存
在
で
あ

る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
世

界
を
代
表
す
る
貿
易
港
と
し
て
先
見

の
明
を
も
っ
て
諸
外
国
の
情
報
や
文

化
、
技
術
を
長
さ
に
渡
り
受
け
入
れ

て
き
た
神
戸
の
気
質
や
、
神
戸
の
街

を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
都
心
商

業
者
の
地
道
な
努
力
と
情
熱
が
あ
り
、

共
通
の
認
識
が
あ
る
か
ら
こ
そ
実
現

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
年
は
神
戸
空
港
開
港
の
年
。
協

議
会
も
発
足
2
 
1
年
目
を
迎
え
新
た

な
飛
躍
を
目
指
し
た
い
。

鵜
お
問
い
合
わ
せ

神
戸
都
心
商
業
青
年
協
議
会

神
戸
市
中
央
区
束
川
崎
町
1
i
8
・
4

神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
I
「
階

神
戸
商
工
会
議
所
中
央
支
部
内

密
0
7
8
i
3
6
7
i
3
8
3
8
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北野が花絵のカンバスに

インフイオラータこうベ2○○6
北野会場は

5月3日(水枕) -5日(金祝)

「花・しきつめる」という意味のイダ)ア語「インフイオラータ」 。

県外の農家から、球根栽培のため刈り取られるチューリップの

花を敷き詰めて、巨大な花絵を描くこのイベントも、すっかり神

戸の春の風物詩に。

三宮や垂水、長田、六甲山などで行なわれるインフイオラータ

こうべの中でも、最も大規模なのが北野会場。北野坂を中心に、

風見鶏の館前の公園でも開催される。 5月3日(水祝)のオープ

ニングでは、楽しいイベントが企画されている。花びらが鮮や

かなほんの数日の間だけのお祭り、今年はぜひ北野に出掛け

よう。

喜インフイオラータこうベ2006北野 

と き 5月3日(目視)-5日(金祝) 

問合せ インフォオラータこうべ北野実行委員会 

蜜O78-251-7307 

蛙肝恥恥蝋の ぐう.魚R且つ巴]薄

北野万一-テン

神戸市中央区北野町2-8-1

丁E」O78-241 -241 1 (代表)

http:I/www.kitano-garden.com/

炭焼料理 西洋料理
RESTAURANT

毎秒
グーニー北野

神戸市中央区北野町2-7-1 8

リンズギャラリーB「F

丁巨」O78-242-2562

回
スパニッシュカフェレストラン

ラス・ランブラス

神戸市中央区北野町3-6-17 アキラビルB「

TEL/FAXO78-222-3740

http:IIwww.jin.ne.jplias/
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山手幹線
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有
為
歳
時
記

全
国
に
と
ど
ろ
く
名
産
品
を

「
第
3
回
有
馬
な
ら
で
は

創
作
料
理
・
物
産
コ
ン
テ
ス
ト
」

静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際観光旅館

陵楓闇
TEし(078) 004-0075

72

3
月
5
日
、
(
社
)

有
馬
温
泉

観
光
協
会
で
は
、
有
馬
の
土
地
柄
を

生
か
し
た
新
し
い
特
産
品
を
生
み
出

そ
う
と
「
有
馬
な
ら
で
は
創
作
料
理
・

物
産
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
。
協
会

長
の
菅
谷
正
幸
氏
は

「
以
前
、
有
馬

に
は
白
磁
の
有
馬
燐
な
ど
優
れ
た
名

産
品
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
を
機
に
、
有
馬
か
ら
全
国
で
も

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
新
た
な
名

産
を
生
み
出
せ
れ
ば
」
。

「
創
作
料
理
」

「
創
作
土
産
・
食
品
」

「
創
作
土
産
・
工
芸
品
」

の
2
部
門

に
約
6
5
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

今
回
の
審
査
委
員
は
、
北
村
佳
裕
さ

ん

(
神
戸
国
際
調
理
製
菓
専
門
学
校

主
任
教
授
)
、
深
澤
譲
さ
ん

(
兵
庫

栄
養
調
理
製
菓
専
門
学
校
教
授
)
、

中
川
志
信
さ
ん

(
神
戸
芸
術
工
科
大

学
講
師
)

ら
。

応
募
作
品
も
、
有
馬
が
誇
る
料
理

旅
館
や
ホ
テ
ル
の
料
理
人
た
ち
が
多

数
参
加
す
る
と
あ
っ
て
、
力
の
こ
も

(社)有馬温泉観光協会長

営舎正幸さん

っ
た
秀
作
そ
ろ
い
。
金
泉
や
銀
泉
を

煮
汁
に
使
用
し
た
り
、
実
山
椒
の
ス

パ
イ
ス
を
利
か
せ
た
味
付
け
な
ど
が

多
く
と
り
い
れ
ら
れ
た
。

創
作
料
理
部
門
を
卸
し
た
の
は
、

有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
山
根
昭
一

さ
ん
の
「
有
馬
渇
け
む
り
蒸
し
寿
し
」
。

有
馬
煮
の
蛸
、
花
山
椒
で
味
付
け
し

た
牛
肉
し
ぐ
れ
煮
、
こ
れ
に
黒
胡
麻

を
ま
ぶ
し
て
蒸
し
飯
に
。
味
は
も
ち

ろ
ん
、
食
材
を
豊
富
に
使
用
し
た
点
、

作
り
や
す
く
普
及
に
も
適
し
て
る
点

が
評
価
さ
れ
た
。

創
作
土
産
・
食
品
部
門
は
、
カ
フ

ェ
ド
オ
ロ
の
竹
田
勝
行
さ
ん
の

「
神

戸
、
灘
の
酒
粕
ブ
リ
ユ
レ
」
。
灘
の

酒
粕
や
山
椒
を
デ
ザ
ー
ト
に
仕
上
げ

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり味に集う

ARiMA

SuNNY SiDE Up
TENNIS C」UB

’IEし(078) 903-1024

瑞群青息

衝両所
T巴し(078) 904-0551

め有髄泉月光園

海亀飽
’IEし(078) 903-2255

欝篤7激怒

有馬一望・歴史の名湯

意義

向陽閻
’IEし(078) 904-0501(代)

URL http://wvw.hyoe.co.jp
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① 「有馬蕩けむり蒸し察し」

山根昭-さん/有馬グランドホテル

② 「有馬山桜うどん」

河地安徳さん/有馬ロイヤルホテル

③ 「穴子と丸十の竹皮包み」

芝誠司さん/御所坊

創
作
料
理
部
門

有馬での会食・宴会は懐石料理・ステ

ーキが楽しめるいろり亭「華延」で!i
(昼5000円-、夜8000円・-)

有馬温泉 政府登録国際観光旅館

銀水遭別館

母島
TBし(078) 904-3656(代)

73

自然の恵みを

揚げむりに伝える

政府登録国際観光旅館

古桑園
TEし(078) 904-0731

日本の伝説
数寄屋造りの館

轟牧山
’IEし(078) 904-0701

チェックイン13:00、アウト12:(調

ゆっくりとお過ごしいただけます。

た
。
甘
さ
の
中
に
ほ
ん
の
り
と
香
る

酒
の
風
味
。
創
作
性
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。
賞
金
と
し
て
各
部
門
で
太
閤

(
金
)

賞
1
0
万
円
、
ね
ね

(
銀
)

賞

5
万
円
、
ゆ
け
む
り

(
鋼
)

賞
3

万
円
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
創
作
土
産
・

工
芸
品
部
門
で
は
、
金
賞
銀
賞
は
該

当
な
し
と
い
う
結
果
に
。

作
品
は
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
有
馬
に

対
す
る
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
く
る
。
近
い
将
来
、
神
戸
の
名
産

が
誕
生
し
そ
う
な
勢
い
だ
。

雅ただようくつろぎの館

一巾声明
TEし(078) 904-0781

会議セミナーからご怒族づれまで

有島グランドホテル
’IEし(078) 904-O181

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



甲南ジャーナルぞγeよen鉱

漫厨房
璽閤

ろまんもゆうほう Ⅴ〕l.l

一芦屋とその周辺の食文化-

グルメの街、芦屋一甲南一夙川一昔楽園

その味覚の魅力を探策するページをスタートします

芦
屋
の
「
食
」
は
「
文
化
」

山
中
健
芦
屋
市
長

「
ハ
イ
セ
ン
ス
、
ハ
イ
ク
ォ
リ
テ

ィ
を
生
活
の
中
に
上
手
に
取
り
入
れ

て
い
っ
た
先
人
た
ち
が
、
美
し
い
環

境
の
こ
の
地
で
築
い
て
き
た
文
化
。

▲▲△

間口
=ヨE=ⅢⅢⅢ脚

アンリ・シャルパンティ工を

芦屋から全国に発信させた

蟻田尚邦氏

そ
れ
が
芦
屋
の
豊
か
な
食
文
化
の
根

底
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
で
も
一
般
の
家
庭
で
料
理
教
室

や
パ
ー
テ
ィ
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、

食
は
文
化
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し

て
い
る
よ
う
で
す
ね
」
と
、
山
中
芦

屋
市
長
は
に
こ
や
か
に
語
っ
た
。

最
近
で
は
「
芦
屋
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
、
ケ
ー
キ
や
パ
ン
の
み
な
ら
ず
、

ラ
ー
メ
ン
な
ど
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
「
食
に
関
し
て
は
行

政
が
主
導
し
な
く
と
も
、
民
間
が
盛

り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し

て
は
日
本
一
厳
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
規

制
、
週
1
日
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
、

市
長
専
用
車
の
廃
止
な
ど
環
境
政
策

に
力
を
入
れ
、
芦
屋
の
都
市
イ
メ
ー

ジ
向
上
で
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
貢

献
し
た
い
で
す
ね
」
と
山
中
市
長
。

市
長
自
身
も
食
に
は
大
変
興
味
を

持
っ
て
い
て
、
「
今
後
食
文
化
に
も

芦
屋
発
の
全
国
区
ブ
ラ
ン
ド

「
ア
ン
リ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
」

芦
屋
・
楠
町
の
メ
ゾ
ン
ア
ン
リ
・

シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
工
で
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
。
昨
日
取
材
し
た
ア
ン

リ
:
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
の
創
業
者

で
あ
り
、
現
在
は
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
、
商
品
開
発
を
お
こ
な
う

(
株
)

ク
ー
ル
ア
ー
ス
代
表
取
締
役

山中市長(右)と甲南ジャーナル・li憫末央(左)

カ
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
か
。
現

在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
零
戸
屋
の
水
」

の
製
造
、
商
工
会
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ

る

「
ケ
ー
キ
の
街
・
芦
屋
」

の

P
R
以
外
に
も
、
食
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
期
待
し
た
い
。

の
蟻
田
氏
の
パ
ワ
ー
と
情
熱
、
オ
ー

ラ
を
感
じ
た
ま
ま
を
伝
え
た
く
て
…
。

多
く
の
方
々
に
蟻
田
氏
の
洋
菓
子

の
情
熱
に
対
す
る
賛
美
を
聞
き
続
け

て
い
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
取
材
し

た
か
っ
た
。
そ
の
感
想
は

「
お
会
い

し
て
良
か
っ
た
!
」
最
初
か
ら
存
在

感
に
お
さ
れ
っ
ぱ
な
し
。
小
生
の
パ

ワ
ー
も
負
け
な
い
つ
も
り
だ
が
蟻
田
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氏
の
は
本
物
!
同
席
し
た
弊
誌
、
川

脇
未
央
・
後
藤
彩
子
も
感
動
し
通
し
。

1
9
6
9
年
創
業
。
中
に
は

「
阪

神
芦
屋
駅
前
の
店
の
カ
フ
ェ
で
デ
ー

ト
し
た
の
が
家
内
で
す
」

と
い
う
方

も
い
た
り
と
、
ほ
っ
と
す
る
逸
話
を

い
っ
ぱ
い
作
り
続
け
た
ア
ン
リ
:
シ

ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
工
。
芦
屋
ブ
ラ
ン
ド

を
全
国
区
に
発
展
さ
せ
た
好
例
と
評

価
さ
れ
る
。
現
在
は
イ
タ
リ
ア
ン
コ

ン
セ
プ
ト
の

「
C
3

(
シ
ー
キ
ュ
ー

ブ
)
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
融

合
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た

「
ラ
ジ
ィ
」

の
3
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て
い
る
。

セ
ー
ヌ
左
岸
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ン
リ
ケ
ー
キ
考
!

パ
リ
6
区
に
開
設
さ
れ
た
ア
ン

リ
の
研
究
所
で
は
、
5
つ
星
ホ
テ

ル

「
オ
テ
ル
・
ド
・
ク
リ
ヨ
ン
」

の

元
シ
ェ
フ
・
パ
テ
ィ
シ
工
だ
っ
た
ク

リ
ス
ト
フ
・
フ
エ
ル
デ
ー
ル
氏
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
ト
し
て
、
季
節
ご
と
に
「
お

菓
子
の
パ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が

届
け
ら
れ
る
。
3
月
1
日
か
ら
は

春
夏
パ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

新
商
品
が
登
場
、
「
お
菓
子
か
ら
、

魔
法
の
そ
よ
風
」
が
テ
ー
マ
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
、
ム
ッ
シ
ュ
・
エ
ス
カ

バ
ド

(
上
の
写
真
①
の
ケ
ー
キ
)

が

お
い
し
さ
を
探
し
求
め
る
旅
を
す
る

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

①
ム
ッ
シ
ュ
・
エ
ス
カ
バ
ド

②
ポ
エ
ジ
ー

③
リ
ユ
ビ
・
エ
ク
ス
キ

④
ヴ
ェ
ー
ル
・
グ
ル
マ
ン

⑤
タ
ン
タ
シ
オ
ン
・
ボ
レ
ア
ル

と
な
る

(
写
真
参
照
)
。
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
熟
読
す
る
と
面
白
い
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
発
見
で

き
る
。
小
生
は
ま
さ
に
「
ム
ッ
シ
ュ
・

エ
ス
カ
バ
ド
」

と
ア
ッ
サ
ム
テ
ィ
ー

を
楽
し
ん
で
い
る
…
。

ア
ン
リ
を
代
表
す
る

国
道
2
号
沿
い
の
メ
ゾ
ン

最
近
で
き
た
メ
ゾ
ン

ア
ン
リ
・

シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
工
は
フ
ラ
ン
ス
貴

族
の
邸
宅
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
お
店
。

地
元
で
ア
ン
リ
と
い
え
ば
阪
神
芦
屋

駅
前
の
本
店
で
、
こ
ち
ら
は
旗
艦
店

と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
弊
誌
の
ス
タ
ッ

フ
も
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
で
よ
く
利
用

し
て
い
る
。
締
め
切
り
で
煮
詰
ま
っ

た
と
き
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
遊
び

に
行
く
!
高
い
天
井
。
明
る
く
綺
麗

な
店
内
。
サ
ロ
ン
・
ド
・
テ
で
限
定

の
デ
ザ
ー
ト
を
堪
能
し
っ
つ
、
優
雅

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
て
は
て

(
文
・
取
材
甲
南
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
山
岡
雅
章
)

右から月i脇・蟻国民・後顧

メゾンアンリ・シャルパンティ工

芦屋市楠町10-17

密0797-23-81 81

営業時間:9時-22時

サロン・ド・テは1〇時一21時3〇分(」O)

無休

皿p:〃WWw,henrトCharpentier.com/
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ぴ
ど
ん

悦
楽
の
あ
る
す
し
店

-
す
し
味
方
屋
-

す
べ
て
の
仕
事
は
、
「
そ
の
瞬
間
」

に
収
赦
さ
れ
る
。

早
朝
か
ら
市
場
に
出
か
け
、
確
か

な
眼
で
魚
を
見
抜
く
。
基
準
は
ブ
ラ

ン
ド
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も

「
美
味

し
い
か
ど
う
か
」
。
冷
凍
物
な
ど
言

語
道
断
。
お
の
ず
と
季
節
の

「
粋
」

76

の
良
い
素
材
が
揃
う
。

手
間
ひ
ま
は
惜
し
ま
な
い
。
生
き

た
蛸
は
や
わ
ら
か
く
煮
る
。
跳
ね
る

車
海
老
を
丁
寧
に
茹
で
る
。
鯵
を
絶

妙
な
酢
加
減
で
締
め
る
。
特
に
シ
ン

プ
ル
な
と
こ
ろ
̃
シ
ャ
リ
の
や
わ
ら

か
さ
、
生
の
山
葵
の
お
ろ
し
方
、
醤

油
の
味
̃
に
は
、
繊
細
な
ま
で
の
配

慮
が
あ
る
。

握
る
技
術
は
、
思
い
や
り
に
満
ち

て
い
る
。
一
口
で
食
べ
ら
れ
る
小
ぶ

り
な
サ
イ
ズ
。
整
然
と
し
て
艶
や
か

な
ま
で
の
フ
ォ
ル
ム
の
に
ぎ
り
が
、

手
切
り
の
ば
ら
ん
が
添
え
ら
れ
織
部

の
器
に
盛
ら
れ
た
様
に
、
静
か
な
興

奮
を
覚
え
る
。

そ
し
て
迎
え
る

「
そ
の
瞬
間
」
。

ネ
タ
別
に
実
況
し
て
み
よ
う
。
雲
丹

̃
舌
で
と
ろ
け
て
甘
み
が
シ
ャ
リ
の

や
さ
し
い
酸
味
と
融
合
、
海
苔
の
ほ

の
か
な
残
り
香
が
。
子
持
昆
布
̃
魚

卵
の
楽
し
い
食
感
と
と
も
に
広
が
る

程
良
い
塩
味
が
、
シ
ャ
リ
の
甘
味
を

見
事
に
引
き
出
す
。
烏
賊
-
素
直
な

歯
応
え
、
醤
油
の
や
さ
し
い
味
に
誘

わ
れ
た
甘
味
に
シ
ャ
リ
が
ほ
ど
け
サ

ビ
が
通
り
、
木
の
芽
が
爽
や
か
に
香

る
。
す
べ
て
の
素
材
が
見
事
な
バ
ラ

ン
ス
で
、
舌
の
上
で
戯
れ
る
快
感
…
。

ご
主
人
の
小
濱
さ
ん
は
キ
ャ
リ
ア

2
5
年
以
上
。
「
昧
こ
そ
最
大
の
サ
ー

ビ
ス
」

が
信
条
の
生
粋
の
寿
司
職
人

だ
。
自
ら
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
行

い
、
そ
れ
を
価
格
還
元
で
サ
ー
ビ
ス

す
る
お
財
布
の

「
味
方
」

で
も
あ
る

(
概
ね
ひ
と
り
五
千
円
程
度
)
。
か
つ

て
神
戸
サ
ウ
ナ
の
裏
に
店
を
構
え
て

い
た
が
震
災
に
よ
る
倒
壊
で
中
断
、

昨
年
秋
に
復
活
し
た
。
夫
婦
二
人
で

切
り
盛
り
す
る
あ
た
た
か
な
店
内
に

は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ジ
ャ
ズ
ナ
ン

バ
ー
が
何
気
な
く
流
れ
る
。
わ
ず
か

n
席
の

「
特
等
席
」
ゆ
え
、
混
み
合

う
こ
と
も

(
な
る
べ
く
電
話
で
予
約

を
)
。
小
生
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
是

非
訪
ね
た
い
。
だ
か
ら
ど
う
か
、
こ

の
記
事
は
読
ま
な
か
っ
た
こ
と
に
…
。

臆すし 味方屋

神戸市中央区加納町4-6-4

ビクトリービル1 F

蜜078-331 -4877

1 7時-23時(日曜定休)
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言送R。脇i,続や

第9回宮永乾物店

鈴木正幸
\ lid∫砂′后i 、獲諦

乾
物
屋
さ
ん
で
あ
る
。
も
う
約

年
以
上
も
前
の
こ
と
、
こ
の
店
の
塩

鮭
を
食
べ
て
み
た
時
の
感
動
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。
も
う
他
の
店
で
は
買
わ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

大
正
1
5
年
生
ま
れ
の
富
永
ち
ゑ

子
さ
ん
。
元
気
印
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
あ
る
。
一
人
で
き
り
も
り
し
て
い

る
。
お
店
を
始
め
て
5
5
年
に
な
る
。

震
災
で
一
時
仮
店
舗
に
い
た
が
、
今

の
店
に
落
ち
着
い
た
。

I
R
六
甲
道
駅
山
側
の
宮
前
商

店
街
は
、
南
北
の
通
り
が
2
本
あ
る
。

赤
い
鳥
居
の
あ
る
西
側
の
商
店
街
の

ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
の
が
富
永
乾
物
店
。

ス
ー
パ
ー
や
大
型
店
に
押
さ
れ
て
、

昔
な
が
ら
の
市
場
の
個
人
商
店
が
少

な
く
な
っ
て
い
く
の
は
淋
し
い
こ
と

だ
。
こ
の
近
く
で
も
、
栗
田
さ
ん
と

い
う
活
き
の
良
さ
で
知
ら
れ
た
鮮
魚

店
が
近
ご
ろ
閉
店
し
た
。
残
念
至
極

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
六
甲
界
隈

に
は
い
く
ら
か
残
っ
て
い
る
。
私
も
、

お
つ
き
合
い
の
長
い
店
が
4
、
5

軒
あ
る
。

鯉
は
ピ
ピ
ン
キ
リ
の
魚
は
な
い
。

素
人
の
見
た
目
で
は
区
別
が
つ
か
な

い
。
色
鮮
や
か
で
美
味
し
そ
う
に
見

え
て
、
実
は
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
だ

っ
た
り
し
て
油
断
が
な
ら
な
い
。
仕

込
み
に
こ
だ
わ
り
を
持
つ
富
永
さ
ん
。

「
今
日
は
止
め
と
き
、
4
、
5
日
後

に
来
な
さ
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
度
々
あ
る
。

今
回
は
土
佐
の
う
る
め
い
わ
し
の

干
物
が
旨
か
っ
た
。
大
型
揃
い
、
味

に
勢
い
が
あ
っ
た
。
大
好
物
の
鯨
の

ベ
ー
コ
ン
を
固
ま
り
で
分
け
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
素
人
で
は
薄

切
り
が
難
し
く
難
儀
を
し
た
。
悪
が

っ
て
く
れ
た
が
、
こ
ち
ら
が
頼
ん
で

仕
込
ん
で
も
ら
っ
た
の
だ
か
ら
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
責
任
は
な
い
。
い
つ
ま

で
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
店
で
あ
る
。

こ
の
店
の
塩
鮭
、
一
度
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

お店を1人できりもりする富永ちゑ子さん

この日も良い塩鮭が入った

心
偶
易

湯葉や干物など名物が多数

富永乾物店
兵庫県神戸市灘区六甲町1丁目4-15

密078-854-0293

9時頃-1 8時半頃営業
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教えてドクタロ
笹で†藍蝉

その⑳奥歯を守るのは前歯
前歯を守るのは、奥歯の役目

お話/足立優歯科診療所 足立 優 院長㊥㊨㊥㊨
で
ん
太

今
ま
で
何
回
か
、
ド
ク
タ

ー
に
歯
の
か
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
お

話
し
し
て
も
ら
っ
て
い
る
せ
い
か
、

最
近
、
友
達
か
ら
か
み
合
わ
せ
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
ん

だ
。
み
ん
な
け
っ
こ
う
、
歯
の
か
み

合
わ
せ
で
悩
ん
で
い
る
み
た
い
。
こ

の
前
は
こ
ん
な
相
談
が
あ
っ
た
よ
。

「
奥
歯
の
治
療
を
受
け
て
か
ら
、
顎

が
疲
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
み
合

わ
せ
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
、
歯
が

す
り
へ
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
」

と
い

う
こ
と
な
ん
だ
け
ど
。

D
「

な
る
ほ
ど
。
治
療
し
た
奥
歯

が
原
因
な
ん
だ
ね
。
お
口
の
中
全
体

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
奥
歯
の
修
理

に
合
わ
せ
て
前
歯
の
こ
と
も
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
よ
。
左
の
図

を
見
て
み
よ
う
。
図
①
が
普
通
に
か

み
合
っ
た
状
態
。
図
②
が
下
顎
を
前

に
出
し
た
状
態
、
図
③
が
右
に
動
か

し
た
状
態
、
図
④
が
左
に
動
か
し
た

状
態
。
図
②
̃
④
は
す
べ
て
、
奥
歯

が
離
れ
て
す
き
ま
が
で
き
て
い
る
け

れ
ど
、
こ
の
状
態
が
理
想
的
な
か
み

合
わ
せ
の
状
態
な
ん
だ
。

で
ん
太

前
歯
だ
け
が
合
わ
さ
っ
た

状
態
だ
ね
。

D
上

そ
う
。
前
歯
は
奥
歯
の
よ
う

に
大
き
く
て
強
く
は
な
い
か
ら
、
前

歯
だ
け
で
か
み
合
っ
た
こ
の
状
態
の

と
き
は
、
あ
ま
り
力
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
脳
を
経
由
し
て
筋
肉
に
伝
達

が
行
く
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。

で
ん
太

へ
え
!
脳
に
関
係
し
て
く

る
の
!

D
「

そ
う
な
ん
だ
。
奥
歯
を
ぐ
っ

と
噛
み
し
め
て
ご
ら
ん
。
す
る
と
、

力
が
入
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
前
歯
だ

け
で
噛
ん
で
も
、
あ
ま
り
力
が
入
ら

な
い
よ
ね
。

で
ん
太

何
か
を
が
ま
ん
し
た
り
、

菌
を
食
い
し
ば
る
と
き
は
、
奥
歯
で

ぐ
っ
と
噛
み
し
め
る
も
ん
ね
。

D
し

そ
う
だ
ろ
う
ね
。
だ
か
ら
例

え
ば
、
図
②
̃
④
の
と
き
の
よ
う
に

前
歯
だ
け
が
か
み
合
っ
て
、
あ
ま
り

力
が
入
れ
ら
れ
な
い
は
ず
の
状
態
の

と
き
に
、
奥
歯
の
ど
こ
か
が
触
れ
て

い
る
と
、
力
を
入
れ
て
も
良
い
と
い

う
伝
達
が
脳
に
伝
わ
っ
て
し
ま
う
た

め
、
大
き
な
力
が
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
前
歯

に
余
分
な
力
が
加
わ
っ
て
、
歯
が
す

り
へ
っ
た
り
、
傷
つ
い
た
り
割
れ
た

り
し
て
し
ま
う
原
因
に
な
る
ん
だ
。

前
歯
を
守
る
の
は
、
奥
歯
の
役
目
と

い
う
こ
と
。
歯
の
治
療
を
す
る
と
き

は
、
口
の
中
が
き
ち
ん
と
機
能
す
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
も
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
。
シ
リ
ー
ズ

で
お
話
し
し
て
い
る

「
正
し
い
か
み
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合
わ
せ
の
状
態
」
の
中
の
そ
の
②
「
ス

ム
ー
ズ
に
動
け
る
道
案
内
が
あ
る
」

と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
な
ん
だ
。

正
し
い
か
み
合
わ
せ
の
状
態

①
正
し
い
顎
関
節
の
位
置
で
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
歯
が
均
一
に
接
触
す
る

②
ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る
道
案
内
が
あ
る

③
奥
歯
の
接
触
が
ス
ム
上
ス
で
、
あ
ご
の
動
き
を

さ
ま
た
げ
な
い

図(D普通にかみ合った状態

図②③④ともに、奥歯が離れてすき間がで

きている理想的なかみ合わせの状態

臆
足
立

優
(
あ
だ
ち

ま
き
る
)

1
9
6
0
年
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大
学
卒
。

1
9
8
8
年
米
国
留
学
後
、
神
戸
市
東

灘
区
に
足
立
優
歯
科
診
療
所
開
設
。
行

動
医
学
の
概
念
を
基
盤
と
し
た
自
己
決

定
に
基
づ
く
予
防
管
理
中
心
型
の
歯
科

医
療
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
こ
の
概
念

に
も
と
づ
く
医
療
シ
ス
テ
ム
の
普
及
の

た
め
に

「
N
P
O
法
人
・
明
日
の
歯
科

医
療
を
創
る
会

P
O
S
」
を
設
立
し
、

社
会
に
対
し
て
歯
科
医
療
情
報
の
公
開
と
、

よ
り
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
患
者
の

支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
明
日
の
歯
科
医
療
を
創
る
会

ホ
ー
ム
ぺ
I
ジ

コ
害
p
‥
\
≧
ミ
ミ
.
a
S
…
O
S
≡
k
a
.
8
∃

密
0
7
8
i
4
3
5
i
4
6
1
8う

ま
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図②下顎が前に出た状態

図③右に動いた状態

図④左に動いた状態

足立 擾歯科診短所

神戸市東灘区岡本1 ・ 3 ・ 33

丁EL O78.41「 ・0024 FAXO78.411 ・0056

mai I ,adachi@kba,att. ne,j p

h廿P:〃ado,Pr-business,net

※これからは患者の権利を守る予防歯科医療が
主流となります。情報をお知りになりたい方は、
D「,足立までお問い合わせ下さい。

圏圏薗
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イベントスケジュール

80

菱月i師宣、葛飾北斎、歌

川広重…、江戸時代に活躍

した代表的な浮世絵師たち

が描いた肉筆の浮世絵が、

アメリカ・ボストン美術館

から里帰り。

明治時代に来日したウイリ

アム・ビゲロー氏が買い集め、

美術館に寄贈したところ、

その数があまりにも膨大な

ため、作品の調査が進まず、

長い間「幻の浮世絵コレク

ション」といわれてきたもの。

極めて貴重な作品を含め、

コレクションを中心に選り

すぐった約80点の名品を世

界に先駆けて展示。

版画にはない肉筆の鮮やか

な色彩を堪能してほしい。

Ph〇同「aphy

宣2006 Museum oi FineArt§.

Bos(0∩.A冊9hls IBS8rVBd

葛飾北斎「鏡面美人図」

(文化2年頃〉

ボストン美術館所蔵 肉筆浮世絵展

江戸の誘惑

神戸市立博物館
4/15(土) -5/28(日)

10:00-17:00 (全土曜は19:00まで)月曜休館

一般1,300円 大高生900円 卓小生500円

シルlト6与〇円

臆間:神戸市立博物綿
密078-391 -0035

メインステージの今年の

テーマは「少し懐かしのダ

ンサブルステージ」。 6日(土)

は昭和歌謡、ソウルなど思

わず踊りたくなる楽しいス

テージに。トリは越智順子

率いるファンキーソウルバ

ンドJT-s。7日(日)には

「もうすぐメジャー」のミュ

ージシャンが登場。ラツキ

イ池田と子ども歌劇団のパ

フォーマンスや、ジャズラ

イブなど盛りたくさんのス

テージ。街中では、ストl)

-トでのコンサートや、ア

ート作品販売、屋台村やフ

l)」マーケットも企画され

ている。

新開地ミュージックストリート2006

第6回新開地音楽祭

湊川公園・新開地商店街一帯
5/6(土)7(目)

12二〇0-20:30 雨天決行
観覧料無料
臆間:新開地まちづくりNPO

雷電078-576-1 21 8

ソプラノ歌手"深川和美

により始まった「童謡サロン」。

幼い頃に親しんだ童謡を、
さまざまなジャンルのミュ

ージシャン(クラシック・

ジャズ・民謡・ポップス・

ちんどん等々)たちが独自

の感性でアレンジ。みんな

で一緒に参加する、そんな

楽しいサロンが、芸術文化

センター小ホールに登場する。

深川和美の歌、伊藤敬子

のタップダンス、土居秀行

のパーカッション、多久雅

三のピアノ。おなじみ4人が、

音の楽しみをお届けする。

深川和美の「童謡サロン」

花いちもんめ

兵庫県立芸術文化センター(小ホール)

(阪急「西宮北口」駅南改札口すぐ)

5/27 (土) 14:00開演

中学生以上2,000円 3歳一小学生1,000円

臆問:芸術文化センターチケットオフィス

1置0798-68-0255

1923年大阪に生まれた西

村功は、 3歳の時に悪性の中

耳炎のため聴覚を失う。帝

国美術専門学校(現武蔵野

美術大学)卒業後は、神戸

で田村孝之介に師事。

西村は1970年初渡欧を機

にパリに魅せられ、パリを

モチーフとした作品を多く

残している。とりわけ、メ

トロの駅やそこに集う人々

を題材にした画を多く描き、

鮮やかな色彩は、人々の旅

愁をかきたてた。本屋は、

西村没後初めての大規模な

回顧展。油彩・水彩・デッ

サンなど約100点を展示。

「駅長」 1965年 西宮市大谷諦念美術館蔵

パリを愛した画家

西村功 展

西宮市大谷詰念美術館
(阪神「香抱囲駅」から徒歩7分)

4/15(土) -5/21 (日)

10:00-17:00 水曜休館(5/3は開館)

〇枚500円 大高生300田 中小生200円

臆間:西宮市大谷記念美術館
1配O798-33-01 64
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ライブハウススケジュール

ジャズライブ&レストランSON且

「(土)北湛桂子&トリオ

2(日)ロイヤル・フラッシュ・ジャズバンド

3(月)ロアナ・シーフラ&トリオ

4(火)辛島寿美子&トリオ

5(水)新井雅代&トリオ

6(木)北荘桂子&トリオ

7(全)大越理加&トリオ

8(土)新井雅代&トリオ

9 (日)鍋島直灘クワルデット十宮野英子

10(月)石野見辛&トリオ

11 (火)若宮美和&トリオ

12(水〉 ロアナ・シーフラ&トリオ

13(木)大塚善事トリオ十大越理加

14(金)北氾様子&トリオ

15(土)ペティ鞍宮&トリオ

16〈日)モダンタイムスビッグバンド

17〈月)杉山千絵&トリオ

18(火)キャンディー浅田&トリオ

19(水)北濃良性(Yoshika)&トリオ

20(木)古谷充クワルテット&トリオ

21 (全)辛島寿美子&トリオ

22(土〉 大越理加&トリオ

23(日)ダボーズ

24(月)富まなみ&トリオ

25(火〉貴官美和&トリオ

26(水)大越理加&トリオ

27 (木)長谷1=元伸クワルテット十ジャネット

28(全)新井雅代&トリオ

29(土)北龍桂子&トリオ

30(日)木畑晴哉トリオ十鴻口恵美子

音JAZZ LiVE & RESTRANT SONE

北野坂 蜜078ゼ21-2055

皿p :〃kobe-SOne. CO m

★ステージ18:50-23:00 計4回

★ミュージックチャージ900円

クラシックライブハウスピアジュリアン

1 (土)田渕恵美(クラi)ネット).川崎翔子(p)

2 (日)河瀬里子&鷲尾彰子(ピアノ連弾)

4(火)老田裕子(ソプラノ〉.醸江圭子(p〉

5〈水〉 田原綾子(ソプラノ).森玉英語(p)

6 (木)鄭里花(ソプラノ).二塚直紀(テノール)暦聡美(p)

7(全)宇多有美子(フルート),鈴木寧童子(p)

8(土)近藤美香&村上由香(p連弾)

9(日)研貴志(l母トン).醒江圭子(p)

11 (火)藤川健(テユーパとテノール),植田浩徳(p〉

12(水)伊藤徹(コントラバス),森玉美穂(p)

13(木)金子鈴太郎(チェロ),奈良田朋子(p)

14(全)雑費美可(ソプラノ).晴雅彦(l母トン),藤江圭子(p)

15 (土〉ギオルギ・パプアせくヴァイオリン) ,右近恭子(p)

16(日〉南部賭佳(フルート〉.山本アキ(p)

18 (火)諒村巨人(パiルン),長谷智子(p)

19 (水)本吉優子(ヴァイオリン),中島悦子(p)

20(木)鈴木華藍子(p)

21 (金)束紙子(ソプラノ).河瀬里子(p)

22(土)ピアノ五重奏

23(日)武田有賀&山本京子(p連弾〉

26(水)田原綾子(ソプラノ).森玉美籠(p)

27 (木)藤渓佳子プロデュースシリーズ/弦楽四重奏

28(全)落合桜(p)

30(日)渡透可奈(フルート〉村上明美〈p)

22日出演の長原華太(大阪フィ

ルハーモニー交響楽団首席客演
コンサートマスター)

菓クラシックライブハウス PIA Juiien

三宮駅北側近藤ビル9階(1階マクドナルド) 9臨

書雪078-391-8081月曜定休

http:〃piaiulien.com

★ステージ19:30/21こ00 (計2回)

ジャズクラブH01Iy’s

6(木〉新田佳子(∨),山本容子(P),奈良原裕-(B),

中島幹娃(D).

7(金)上田マキ(∨).大内玲子(P).刀祢直利(B),

今井康子(D) ,

8(土)河本江閲子、あペやすこ、加哲郎洋美(V),

長井美恵子(P) ,森本良平(B) ,中島要(D) ,

13 (木)高貴みな(∨).世古目薬(P),阪口輿石(B)。

14(金)辻怪事(P),萬恭擾(B),

15(土)田中敬子(∨)他

20 (木)恵理(V),世古昌義(P〉,小出恭正(B),松井道朗(D)

自壊正浩(SAX) ,吉野光典(FH〉 ,

2「 〈金) sax鈴木久美子,宗川信他(B).

22(土) EveRobin(尺八),RonMason(G),

DaveBoyIe (ll)) ,小出恭正(B) ,松井適朗(D) ,

27(木)セッション(楽譜と持参ください)

28(全)荒畑佐千子(∨)他

29(土)佐Ii朋子(∨)他

漢KOBE JAZZ CLUB Holiy-s

三宮駅北徒歩7分、新神戸駅南徒歩7分

加納町 蜜078-25十5147

皿P:〃kobe-ho=ys,cOm

ライブハウスメイテンヴォエッジ

1 (土) MVl’HiJACK’l voi.4 KiLしA ,小波達郎,

Algo RHYTHM

2 (日)アカペラ大集合wh.5 Jazz,Pops A(C),SEELE,

fieurfleu「,O-H-T☆Good F「iE)nds他

5 (水)高校生アーティスト天国!voi.6

11 (火) Jazz宮崎隆睦(Sax),村井秀浦(Pf),武田樵二(B),

後藤信介(Dr) opening Aclあり

15 (土) GLOBAL STANDARDvol.2

CD 「elease 」h!e!

<Guest>小柳淳子(Vo)

11日出演の宮崎隆陸(SAX)

音Livehous Maiden v。yage

阪急六甲駅北側すぐ

蜜078-805 -089 9

http 〃www.koyo , n etImaide n-VOyag eI

★演奏のジャンル問わず、出演者募集中

LIVEHOUSE BIGAPPLE

「 (土) 「ベロブランコ」村井仁美(vo),木村和之(p)他

5(水)島田篤(p).三原傭(b〉,松田●iGORi-i広士(ds〉

6(木)清野拓巳(g) ,加藤吉相(g) ,duo=

7(全) 「Revamp!」高演裕喜(ds),福田秀明(p) ,真木毅(b)

8〈土) 「止Mi(ad」西本論史(9),柴田奈落(vin)

9 (日) MAGICAL DANCE GEAR-Talking Dogsシリーズ

10 (月)荻日和寅男(g〉,薮慶子(p),吹田善仁(b〉,今井康子(ds)

11 (火〉 「雅蜜」鴨木南之((P).山中佑逗子(pe「c)他

12(水) 「sumida」岩田江(as〉,井崎能和(ds).

guest :横沢道治(ジャンベ)

13 (木)浜村昌子(p) ,清野拓巳(g) ,Je「emy St「atton (b)

14(全) 「音楽とダンスですごすおもてなしの-夜?」

ひきたま(vo,カリンパ〉他

15(土) 「情熱のFLAMENCO」

16 (日) 「Abstract Jazz lmprovisation lor De「ek Bailey」

21 (全) 「X-Gate」松田年宏(g),福田伸也〈g)他

22(土) Shu(vo),名倉 学(pf)他

23(日)たでべともこ(p,VO)

25(火)島田筋(p,VO,effects〉 soIc川

26(水)岩田江(as),SOi〇月

27 (木) sayaka(vo) ,島田徳(p,∨°,effects) ,清野拓巳(g)

28(全) 「イヅソ歯」矢竹拓(9)他「蒼」花木津未(vo)他

29 (土) 「popo」山本信託〈(P),江蛤将史〈tp)唐多相聞太(key)

園LiVE HOUSE BiGAPPLE

トアロード/北野ホテル向かい・トアハイツ地下1膳

蜜078-251 -7049
h中仙ekkoame.ne.jp/胸g-aPPieI

★18:00-OPEN/19:30-LiVE
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ポケットジャーナル

兵
庫
陶
芸
美
術
館
に
て

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
展

昨
年
秋
に
開
館
し
た
丹
波
・

立
杭
の
兵
庫
陶
芸
美
術
館
で
、

開
館
記
念
特
別
展
Ⅱ
と
し
て
バ

ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
展
が
開
か
れ

て
い
る
。

バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
は
西
洋

と
東
洋
の
伝
承
に
基
づ
き
な
が
ら
、

自
ら
の
美
意
識
で
芸
術
表
現
を

陶
芸
で
実
践
し
英
国
や
日
本
の

現
代
陶
芸
を
切
り
拓
い
た
ば
か

り
で
な
く
、
民
芸
運
動
に
も
多

大
な
る
貢
献
を
し
た
英
国
人
陶

芸
家
。

今
回
の
展
示
会
は
彼
の
陶
芸

作
品
以
外
に
も
、
絵
画
や
版
画
、

家
具
な
ど
も
展
示
。
ま
た
親
交

が
深
か
っ
た
富
本
意
吉
、
河
井
寛

次
郎
、
濱
田
庄
司
や
、
リ
ー
チ
の

革
新
性
を
理
解
し
た
ハ
ン
ス
・
コ
パ

ー
や
ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
の
作
品
も

展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
4
月

9
日
(
日
)
に
は
、
濱
田
琢
司
氏
の

講
演
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

彼
も
た
び
た
び
訪
ね
た
と
い

う
丹
波
の
地
で
お
こ
な
わ
れ
る

展
覧
会
は
必
見
だ
。

S
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
展

と
き

3
月
1
 
8
日
̃
5
月
2
8
日
(
日
)

1
 
0
暗
̃
1
 
9
時
(
金
・
土
は
̃
2
1
時
)

※
入
館
は
0
0
分
前
ま
で

月
曜
休
館
(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)

場
所

兵
庫
陶
芸
美
術
館

篠
山
市
今
田
町
上
立
杭
4

密
0
7
9
1
5
9
7
i
3
9
6
1

」
R
福
知
山
線
相
野
駅
よ
り
神
姫

バ
ス
で
兵
庫
陶
芸
美
術
館
下
車

入
館
料
一
般
9
0
0
円
・
大
高
生

7
0
0
円
・
中
小
生
5
0
0
円

波
の
上
で
楽
し
む
ジ
ャ
ズ
に

強
豪
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
集
結
-
・

ク
ル
ー
ズ
船
で
ジ
ャ
ズ
を
楽
し

む
小
粋
な
イ
ベ
ン
ト
、
「
覆
e
b
e

〇
歳
Z
 
B
O
a
亡
は
、
2
4
年
前
、
日

本
初
の
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
ト
と
し
て
誕

生
以
来
、
神
戸
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る

が
、
今
年
は
4
月
2
1
日
に
開
催
が

決
定
。

泣
く
子
も
黙
る
神
戸
ジ
ャ
ズ

の
重
鎮
、
中
曽
根
実
氏
を
は
じ
め

と
し
た
錘
々
た
る
ジ
ャ
ズ
メ
ン
が
、

珠
玉
の
音
楽
を
奏
で
る
。
飲
ん
で
、

食
べ
て
、
聴
い
て
、
し
か
も
海
か
ら

の
夜
景
ま
で
楽
し
め
る
注
目
の

イ
ベ
ン
ト
だ
。
5
0
0
名
桜
限
定

な
の
で
、
急
い
で
お
申
込
を
!

音
第
1
 
4
回
K
O
b
の
∴
し
a
N
N
∴
田
°
a
{

と
き

4
月
2
1
日
(
全
)

1
 
8
時
乗
船
開
始
、

1
 
8
時
0
0
分
出
港
̃
2
1
時
頃
帰
港

会
場

コ
ン
チ
ェ
ル
ト

乗
船
は
ハ

ー
バ
ー
ラ
ン
ド
モ
ザ
イ
ク
前

中
華
バ
イ
キ
ン
グ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク

付
き
1
5
0
0
0
円
(
税
込
)

密
0
7
8
i
2
4
2
・
5
4
3
7

(
オ
ゾ
ネ
企
画
)

82

3月1 8日オープニングテープカットの様子

実根営小

神
戸
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ェ
ラ
ル

セ
ン
タ
ー
「
寺
子
屋
」

国
際
色
豊
か
な

ア
ー
ト
を
学
ぶ

長
田
区
の
神
戸
ア
ジ
ア
交
流

プ
ラ
ザ
内
に
あ
る
「
神
戸
ク
ロ
ス

カ
ル
チ
ェ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

3
つ
の
グ
ロ
ス
カ
ル
チ
ユ
ラ
ル
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
第
1
期
(
4

̃
6
月
)
の
参
加
募
集
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
毎
月

1
回
3
ヶ
月
コ
ー
ス
。
第
2
期
は

7
̃
u
月
。

定
員
が
あ
る
た
め
、
ク
ロ
ス
カ

ル
チ
ェ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
種
話
し

て
申
し
込
み
を
。
初
心
者
も
気

軽
に
楽
し
め
る
教
室
。

国
際
色
豊
か
な
講
座
ば
か
り

な
の
で
こ
の
春
新
し
い
こ
と
を

始
め
た
い
人
は
ぜ
ひ
。

●
中
国
の
水
墨
画

講
師
‥
李

庚
さ
ん

6
6
2
0
円
(
税
込
"
3
国
分
)

●
俳
句
.
m
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

講
師
[
ウ
ィ
ニ
ー
・
ア
ン
・
乾
さ
ん

5
6
7
0
円
(
税
込
・
3
国
分
)

●
折
り
紙

講
師
‥
木
村
美
也
子
さ
ん

4
7
3
0
円
(
税
込
・
3
回
分
)

音
神
戸
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ェ
ラ
ル
セ
ン
タ
I

神
戸
市
長
田
区
細
田
町
7
i
〇
・
9

シ
ュ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
4
F

魯
0
7
8
i
6
4
6
←
7
1
0
0
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羅

清
水

母
の
日
に

合
わ
せ
リ
サ
イ
タ
ル

円
熟
し
た
テ
ノ
ー
ル
を
聴
か
せ

る
羅
清
水
が
、
5
月
1
日
(
日
)
に

三
田
市
民
会
館
、
1
2
日
(
金
)
神

戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ

ル
を
開
催
す
る
。

内
藤
逸
子
(
ソ
プ
ラ
ノ
)
、
迫
田

時
雄
(
ピ
ア
ノ
)
、
辛
島
則
子
(
ピ
ア

ノ
)
、
葛
原
睦
子
(
マ
ン
ド
リ
ン
)
の

他
、
中
国
屈
指
の
二
胡
奏
者
・
張

連
生
を
ゲ
ス
ト
に
、
ア
ジ
ア
を
結

ぶ
友
情
の
ス
テ
ー
ジ
を
企
画
。
日

本
歌
曲
、
中
国
民
謡
、
カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
、
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
な
ど
世
界
の

名
曲
を
贈
る
。

i
i
‖
口
早
i
i
i
」

六
甲
山
と
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
運
営
す
る
「
六
甲
山
四
季
彩

奏
空
間

R
C
N
 
C
U
B
田

中
召
覇

P
夢
C
里
で
、
『
自
然

と
対
話
す
る

こ
こ
ろ
と
し
て
の

風
景
画
-
金
月
炬
子
鹿
』
が
お
こ

な
わ
れ
る
。

金
月
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

拠
点
と
し
て
活
躍
し
、
8
5
年
の
帰

国
後
は
神
戸
に
在
住
し
、
数
々
の

個
展
や
美
術
館
展
を
繰
り
広
げ

て
い
る
注
目
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

六
甲
の
美
し
い
自
然
と
調
和

し
た
お
だ
や
か
な
時
間
、
空
間
で
、

「
こ
こ
ろ
」
で
鑑
賞
す
る
作
品
展

だ
。

喜
と
き

4
月
1
日
(
土
)
̃
6
月
4
日
(
日
)

平
日

1
1
時
̃
1
5
時
/
土
日
祝

1
0
時
̃
1
6
暗

【
入
館
は
5
0
分
前
ま
で
/
不
定
休
】

入
場
料

3
0
0
円

場
所

六
甲
山
四
季
彩
寒
空
間

口
O
Z
O
U
口
和
>
R
「
S
P
「
A
O
叩

神
戸
市
灘
区
六
甲
山
町

西
谷
山
1
8
7
8
←
6
4

(
六
甲
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
西
を
南

に
入
っ
て
す
ぐ
)

猛
0
7
8
i
8
9
1
i
O
3
7
3

≡
(
p
‥
」
\
ミ
ミ
ミ
i
○
○
k
k
O
S
a
コ
i

○
○
⊃
.
〇
〇
∃
、
「
o
つ
、
c
u
b
①
、

喜
羅
清
水
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル

と
き

5
月
1
2
日
(
全
)
1
9
時
開
演

会
場

神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル

入
場
料
金
・
全
席
指
定
席

5
0
〇
〇
円
(
税
込
)

密
0
7
8
i
2
5
1
・
7
4
4
7

(
M
I
N
・
O
N
神
戸
)

六
甲
山
四
季
彩
奏
空
間

刀
O
之
O
U
口
巾
>
知
音
S

P
「
>
○
巾
で
の
展
覧
会

市
民
に
よ
る
六
甲
山
の
活
性

化
を
目
指
し
活
動
す
る
N
P
〇
、

有
馬
温
泉
さ
く
ら
ま
つ
り

4
月
9
日
に

有
馬
川
沿
い
の
桜
の
並
木
道
、

善
福
寺
に
あ
る
樹
齢
2
1
0
年

の
糸
桜
、
鼓
ケ
滝
公
園
の
糸
桜
…
。

江
戸
時
代
か
ら
桜
の
名
所
と
し

て
知
ら
れ
る
有
馬
温
泉
で
は
、
4

月
9
日
(
日
)
恒
例
の
「
さ
く
ら

ま
つ
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
有

馬
川
親
水
広
場
で
、
有
馬
温
泉

芸
妓
衆
に
よ
る
舞
い
、
昨
年
も
大

人
気
だ
っ
た
神
戸
モ
ン
キ
ー
ズ
シ

ョ
ウ
、
そ
し
て
今
年
は
、
日
本
・
モ
ン

ゴ
ル
友
好
交
流
と
し
て
、
民
族
音

楽
「
馬
頭
琴
」
の
演
奏
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
お
い
し
い
屋
台
の
出

店
も
楽
し
み
。

4
月
8
日
(
土
)
、
1
5
日
(
土
)

の
夜
8
時
か
ら
は
、
善
福
寺
で
夜

桜
を
愛
で
な
が
ら
の
お
茶
会
を

開
催
。
お
抹
茶
と
芸
妓
さ
ん
の

踊
り
を
楽
し
む
風
雅
を
夕
べ
、
ぜ

ひ
ご
参
加
を
。
お
茶
券

1
0
0
0
円
。
尚
、
4
月
1
日
か

ら
2
0
日
頃
ま
で
、
善
福
寺
の
し
だ

れ
桜
と
有
馬
川
沿
い
の
桜
並
木

が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

菓
有
馬
温
泉
さ
く
ら
ま
つ
り

と
き

4
月
9
日
(
日
)
1
3
時
か
ら

場
所

有
馬
川
親
水
公
園

雨
天
時

旅
館
組
合
駐
車
場
1
階

密
0
7
8
・
9
0
4
i
O
7
0
8

(
有
馬
温
泉
総
合
案
内
所
)

神
戸
の
本
棚

私
た
ち
は
こ
う
し
て

マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
え
に

成
功
し
た
-
"

深
谷
第
一
一
住
宅

建
替
推
進
委
員
会

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
老
朽
化

し
た
集
合
住
宅
、
深
谷
第
二
住

宅
に
お
い
て
、
住
民
の
、
住
民
に
よ

る
、
住
民
の
た
め
の
建
替
え
物
語
。

苦
節
1
4
年
で
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
へ

と
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
経
緯

が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
今
後

増
加
す
る
で
あ
ろ
う
集
合
住
宅

の
建
替
え
の
大
き
な
指
針
に
な

る
だ
ろ
う
。

創
一
謹

四
〇
歳
か
ら
の
勉
強
法

三
輪
裕
範

著
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
た
め

に
書
い
た
勉
強
法
。
忙
し
い
毎
日

の
中
で
、
効
率
的
に
時
間
を
作
り

出
し
、
本
を
読
み
、
新
聞
・
雑
誌
か

ら
情
報
を
得
る
方
法
と
は
。
体

験
の
中
か
ら
丁
寧
に
紹
介
。

ち
く
ま
新
宮

83
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